
＜地域型住宅グリーン化事業に対する取組み＞（長寿命型・高度省エネ型・省エネ改修型・優良建築物型共通） ＜様式3－１＞

ー ー

A H30年度にグループとして力を入れた取組み

B 各種説明会・研修会の実施について

開催日 名称

開催日 名称

開催日 名称

開催日 名称 タイプ 座学 ●

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

C 未経験工務店へのサポートの実施について

D 住宅履歴情報の蓄積について

E 工務店の廃業時のバックアップ体制について

F 住宅の省エネルギー化に向けた取組み

2 社

Ⅰ．平成３０年度の取組みの実績

機関名

①　履歴情報預り証の発行件数 発行済 0
発行予定

研究会の相談窓口により、代替事業者の紹介を行ないます。

情報サービス機関

①　施工構成員の廃業に対する体制 有

いえかるてに加盟している機関ならどこでも良い。

グループ名称 群馬エコロジー住宅研究会

07 0390 0189

取
組
み
③

対応
内容

内容

H30採択グループ番号

②　H30年度における施工構成員の廃業 無

10

②　住宅履歴情報の保管先

BELS工務店の登録数

省エネ化に対する取組　① 有

内容

内容

　平成28年省エネ基準に則した外皮計算、一次エネルギー消費量計算と気密測定を行ない、適正な省エネルギー性能を有した住宅とする。
　研修会では『長期優良住宅、ＺＥＨ住宅に役立つ商品のご案内』と題し、新しい省エネ機器を知り、選択肢を増やしました。

省エネ化に対する取組　②

サポートの有無　３

内容

取
組
み
②

サポートの有無　２

内容

工務店研修会　５

取
組
み
①

サポートの有無　１ 無

内容

③
工
務
店

工務店研修会　３

工務店研修会　４

②
消
費
者

消費者説明会 １

内容

工務店研修会　１ 有 2018/06/14 長期優良住宅、ＺＥＨ住宅に役に立つ商品のご案内

工務店研修会　２

内容

消費者説明会 ２

内
容

未経験工務店に経験してもらえるように枠配分の際、戸数を重視した。
群馬県内の他グループと共に地元紙の住宅特集版に広告を掲載、知名度向上を図った。
適切な就業環境確保のため、ショッピングセンターでの合同相談会参加を見直した。
信頼性向上の為、ＢＥＬＳ認証を取得する。

①
事
業

事業実施説明会 無

内容



＜地域型住宅グリーン化事業に対する取組み＞（長寿命型・高度省エネ型・省エネ改修型・優良建築物型共通） ＜様式3－2＞

H30採択グループ番号 ー ー

A 各種説明会・研修会の実施について

開催日 名称

開催日 名称

開催日 名称

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

開催日 名称 タイプ

B 未経験工務店へのサポートの実施について

C 住宅履歴情報の蓄積について

D 工務店の廃業時のバックアップ体制について

E 住宅の省エネルギー化に向けた取組み

F 省エネ改修に関する研修の計画

研修計画　②

省エネ化に対する取組み　（改修） 有

有

内容

実施日

住宅履歴情報の保管先 情報サービス機関

研究会の相談窓口により、代替事業者の紹介を行なう。

省エネ化に対する取組み　（新築） 有

取
組
み
③

内容

内容

①　施工構成員の廃業に対する体制

Ⅰ．平成３１年度の取組みの計画
（１）グループの信頼性と技術力の向上に向けた取組みの計画

グループ名称 群馬エコロジー住宅研究会

07 0390 0189

2019/11/02

内容

内容

消費者説明会 ２

①
事
業

事業実施説明会 有 2019/06/27

施工会社のお客様をはじめ、各会員のお客様や近所の方々に対し、会のアピールをする。

内容
Ｈ31年度の共通ルール、研修会の実施予定等を理事から説明する。
総会もしくは採択枠割振り時に開催予定。

②
消
費
者

消費者説明会 １ 有

省エネ改修型に関する内容が公開された後、希望者を対象に研修会を実施する。

サポートの有無　３

内容
省エネ化に向けた研修会への受講を推奨する。
研究会としても研修会を実施する。

機関名 いえかるてに参加している機関。

実施日 2019/07/11

現場見学会

工務店研修会　３

座学

有

内容

内容 新築現場のご近所挨拶の際、ご近所へ改修について提案できる資料の提案をとりまとめる。

研修計画　①

取
組
み
②

サポートの有無　２

内容

見学会③
工
務
店

電気を買わない家（仮称）

取
組
み
①

サポートの有無　１ 有

工務店研修会　１

工務店研修会　２ 有 2019/11/02

Ｈ31年度説明会（仮称）

現場見学会

内容 実績のある会員の実務者に未経験工務店の者から直接話しを聞けて、アドバイスを貰える体制・期会を設ける。

有 2019/06/27

工務店研修会　４

工務店研修会　５



＜地域型住宅グリーン化事業に対する取組み＞（長寿命型・高度省エネ型・省エネ改修型・優良建築物型共通） ＜様式3－3＞

H30採択グループ番号 ー ー

A 提案する地域型住宅の特徴

B 地域材の利用に関する共通ルール

■ ８０%以上

有

有

有

有

無

有

C 生産体制の整備と生産性向上に向けた取組み

Ｄ 効率的で適切な就業環境が確保された住宅生産体制の整備に対する取組み

有

①　週休2日制の導入の取組

②　技能や経験にふさわしい
　　処遇の実現に向けた取組

特になし内容

③　社会保険への加入

④　建設工事従事者の安全及び
　　健康の確保のための取組

研修会等で保険労務士を招き近年の動向や制度の改正点などの講習会を行い意識向上を図る。有

わかりやすい表現を使った見積書を作成すること。

⑧　その他の共通ルール 有

内
容

内容

無

点検チェックリストを配布する。

Ⅱ．平成３１年度の取組みの計画
（２）地域型住宅及び生産体制の整備に関する計画

グループ名称 群馬エコロジー住宅研究会

07 0390 0189

・対象地域は夏冬の寒暖差が激しく、供給する住宅は断熱性能を重視し、平成28年度省エネ基準以上とします。
・豊富な森林資源を背景に安定供給されているぐんま優良木材を部位により一定量以上使用し、地産地消につとめ、環境負荷を減
らします。
・自動車普及率が高い事から、将来のエコカー普及に対する充電設備の設置をする。
・日射遮蔽の為、１本以上の植栽を行う。
・夏季のエアコンの消費を抑える為、通風を考慮したデザインとする。

内容
安全教育・安全大会等に積極的に参加する。また、所属会員の近隣行政が行う比較的安価な健康
診断の紹介を行い、健康意識の向上を図る。

①-２　地域材の使用部位

構造材（「ぐんまの木で家づくり支援事業」に沿った部位）に50％以上、内装材に10㎡以上研究会指
定の地域材を使用する。
　　　　　　　　土台：桧・唐松（ぐんま優良木材認証制度）
　　　　　　　　柱　：桧・杉・唐松（ぐんま優良木材認証制度）
梁・桁・その他の部位：桧・杉・唐松（ぐんま優良木材認証制度）

②　地域材の利用に関する補足説明

有

無

内容

内容

造作材 枠材、廻縁等

梁・桁等の横架材等

板材 壁板、床板等

羽柄材 間柱、根太、垂木等

①-１　1棟当たりの主要構造材地域材の使用割合 ５０％未満 ５０%以上

主要構造材

土台

柱

①　地域材の調達の共同化に向けた取組み

内容

⑥　施工検査（瑕疵担保責任保険の検査以外） 有

④　施工に関する統一ルール 有

内容 研究会開催の意見交換会にて原木・製材・流通状況の情報を交換する。

内容

②　建材・特定資材の調達の共同化に向けた取組み 無

内容

③　地域材・建材・資材の在庫供給情報の共有化

内容
研究会で重要項目を設定し、木造住宅工事仕様書（フラット３５技術基準）を参考にして施工基準の統一化を図る。

⑤　住宅のメンテナンスに関する統一ルール

研究会の研修会等で週休二日制実施の意見交換やアンケートを行い意識向上を図る。

内容

内容 工事完了後に自主検査を行い、検査結果を報告する。

有

有

⑦　見積りに関する統一ルール 有



＜地域型住宅グリーン化事業に対する取組み＞（長寿命型・高度省エネ型・省エネ改修型・優良建築物型共通） ＜様式3－4＞

H30採択グループ番号 ー ー

A 地域の産業・住文化・景観等、和の住まいの取組みに関する対応

B 地域の住文化に関する取組み

C 被災地の復興に資する取組み

③　地域の街並み形成
　　への配慮

有 内容 日射対策を考慮した植栽を行い、地域の景観、環境に寄与する。

内容

②　地域の住まい方
　　の継承

無

①東日本大震災・平成28年熊本地震・平成30年7月豪雨・平成30年北海道胆振東部地震の復興に資する取組み

③　襖・障子の活用 有 内容 実施物件の８割に和室の採用を目標とする。

内容

無

実施物件の８割に和室の採用を目標とする。

②　和瓦の活用 無 内容

①　畳の活用 有 内容

特になし

ぐんま優良木材の供給が難しい部位、数量、時期には被災地域材の使用を推奨する。
合板等被災地域で製造された上記以外の資材を積極的に使用する。

②地域型住宅の供給地域において災害等が発生した場合に検討している取組み

④　地域の伝統的
　　素材の活用

無 内容

①　地域の伝統的な
　　デザインの継承

Ⅱ．平成３１年度の取組みの計画
（３）地域の産業・住文化・景観等に関連する計画

グループ名称 群馬エコロジー住宅研究会

07 0390 0189


